
探究場面 生徒の姿や活動 4 3 2 1

① 関連する知識を得ようとしている。

② 文章から新たな知識を得る。

③ グラフや表から新たな知識を得る。

④ 新旧の知識を関連づける。

① ある事象に対する他者の意見を得ようとしている。

② 他者の意見を参考に自身の考えをまとめている。

③ 他者の意見を批判的に検討し、自身の考えをまとめている。

④ 他者との意見交換を踏まえて、自身の考えを深めている。

① 課題を設定（or把握）する。

② 課題の原因（＝背景）を理解（or説明）する。

③ 課題解決のための行動を決める。

④ 課題が解決できたかどうかの指標を決める。

① 課題解決のための計画を立てる。

② 課題解決のための計画を他者の意見を踏まえて立てる。

③ 課題解決のための計画を再検討し改善する。

④ 課題解決のための計画を他者の意見を参考に再検討し改善する。

① 書籍等（教材含む）から数値データを収集する。

② ある事象と同様の事象を数値で比較する。

③ ある事象と同様の複数事象を数値で比較する。

④ 外部機関と連携して、数値データを収集する。

① 数値データをもとに自分の考えをまとめる。

② 数値データから考えたことを文章でまとめる。

③ 数値データから考えたことをグラフや図表でまとめる。

④ 数値データから考えたことをスライドやポスターでまとめる。

① 課題が解決できたか数値で評価する。

② 課題が解決できたかを他者の意見を参考に検証する。

③ 【未解決の場合】解決できなかった理由を明らかにする。

④ 【解決の場合】解決した課題に関連する新たな課題を設定する。

① グループでの自分の役割を果たす。

② グループメンバーに自分の意見を述べる。

③ グループメンバーの意見を聞く。

④ 自分のグループの経験をもとに、他のグループにアドバイスする。

① 相手の顔を見て発表する（×原稿を読む）。

② 身振り手振りを活用して伝える。

③ 一番伝えたいことを明確に伝える。

④ 聞く相手によって発表を変化させる。

① 他の人の意見をメモに取る。

② 他の人の意見に質問する。

③ 他の人が提示した数値に着目して質問する。

④ 他の人の意見と自己の意見を関連付けて質問する。

① 英文を作成する。

② 英語を使って発表する。

③ 英語で意見交換する。

④ 日本語を母国語としない人々と英語で話す。

① 得た知識を基盤とした自分の考えを持つ。

② 得た知識と自身の経験を融合させて自分の考えを説明できる。

③ 課題解決のための新しい方法を作り出す。

④ 新しい方法を別の場合に転用して活用する。

① 課題解決の新しい方法を周囲の人々に提案する。

② 課題解決の新しい方法を周囲の人々と実行する。

③ 課題解決の新しい方法を世界に提案する。

④ 課題解決の新しい方法を世界の人々と実行する。

Ⅴ

B2
数値データを収

集する

先行研究を調べ、そ
の中の1つの先行研
究の情報を仮説の設
定、研究方法に活か
すことができる。

先行研究を調べてい
るが、内容の解釈や
分析が行えておら
ず、研究に活かされ
ていない。

Ⅰ

A1
読み解く

自己の研究に関連す
る既知の知識と、新
たに得た知識を結び
付けて理解すること
ができる。

自己の研究に関連す
るグラフや表を読み
解き、新たな知識を
得ることができる。

条件設定を統一した
対照実験（調査）を
１回行った。

Ⅳ

B1
情報収集の
計画を立てる

具体的かつ適切な計
画を立て、実験を行
い、担当教員との議
論を重ね、研究計画
を再検討することが
できる。

具体的な計画を立
て、実験（調査）の
準備ができていて、
担当教員と議論を行
い、教員に実験（調
査）目的を明確に答
えられる。

具体性のある計画を
立て、実験（調査）
の準備ができてい
て、担当教員と実験
（調査）目的の議論
をしているが、目的
を明確に答えられな
い。

計画を立てている
が、不十分であり、
具体的な実験（調
査）の準備ができて
いない。

Ⅱ

A2
先人の知恵を活

かす

Ⅲ

A3
郷土貢献を
踏まえた

研究テーマと仮
説の設定

通常授業における13の探究場面での生徒の姿や活動

主
体
的
な
学
び

複数の先行研究を批
判的に調べ、その結
果を仮説の設定、研
究方法に活かすこと
ができる。

A
問いを
立てる力

【思考力，判断
力，表現力等】

地域課題の背景を説
明でき、郷土への貢
献となるテーマを研
究課題とし、検証可
能な仮説を設定して
いる。

地域課題の背景を説
明でき、郷土への貢
献となるテーマを研
究課題とし、仮説を
設定しているが、検
証可能ではない。

地域課題の背景を説
明でき、郷土への貢
献となるテーマを研
究課題としている
が、仮説を設定して
いない。

地域課題の背景を説
明できる。

研究結果をもとにし
た仮説の検証（考
察）ができていな
い。

B
情報を収集
する力

【知識及び技能】
【思考力，判断
力，表現力等】 実験（調査）で得た

データを、外部機関
と共有し、科学的分
析を加え、新たな仮
説を設定し、研究を
継続している。

条件設定を統一した
対照実験（調査）を
２回以上行い、その
結果に応じた追加実
験（調査）を行って
いる。

複数の先行研究を批
判的に調べ、他者と
協議し、結果の考察
に生かすことができ
る。

自己の研究に関連す
る専門用語について
調べ、新たな知識を
得ることができる。

自己の研究に関連す
る新たな知識を得よ
うとしている。

条件設定を統一した
対照実験（調査）を
２回以上行った。

自分の役割を果た
し、班員に対して計
画の改善などの意見
を述べることができ
る。

自分の役割を果たし
ているが、自身の意
見を表現し伝えるこ
とができない。

C
情報を分析
する力

【知識及び技能】
【思考力，判断
力，表現力等】 Ⅶ

C2
考察し結論を導

く

研究結果をもとにし
て１つ目の仮説の検
証（考察）を他者と
協働して行い、新し
い仮説について検証
できている。

研究結果をもとにし
て１つ目の仮説の検
証（考察）を行い、
さらに新しい仮説を
見出すことができて
いる。

研究結果をもとにし
て、仮説の検証（考
察）ができている。

Ⅵ

C1
数値データを処

理する

他地域のデータとの
比較によって自己の
数値データを検証
し、検証結果をグラ
フや図表などで視覚
的にわかりやすいス
ライドやポスターを
つくることができ
る。

実験（調査）による
数値データから導き
出した考察を、グラ
フや図表などを使っ
て視覚的にわかりや
すく他者に説明でき
る。

実験（調査）による
数値データから導き
出した考察を文章に
まとめ、他者に説明
できる。

実験（調査）による
数値データを記録し
ている。

英語での発表原稿作
成や口頭発表に参加
する（原稿を見なが
らの発表でも良
い）。

研究課題に関連した
英語を習得し、英語
でのスライドやアブ
ストラクト作成に参
加する。

Ⅸ

D2
伝える

※別表の「プレゼンテーション評価票」にて、評価する
評価No1～20の平均値を、D2の自己評価とする

Ⅹ

D3
質問する

他の人の研究発表を
聞き、自己の研究と
絡めて疑問に思った
ことについて質問す
ることができる。

他の人の研究発表を
聞き、グラフや表の
数値に着目して疑問
に思ったことについ
て質問することがで
きる。

他の人の研究発表を
聞き、疑問に思った
用語について質問す
ることができる。

他の人の研究発表を
聞き、疑問に思った
ことを熱心にメモを
取ることができる。

対
話
的
な
学
び

D
対話する力

【思考力，判断
力，表現力等】

Ⅻ

E1
提案を創造

する

多くの先行研究や自
身の研究成果を参考
にして創造した地域
への提案を応用し
て、海外への提案を
創造する。

多くの先行研究や自
身の研究成果を参考
にし、今までにな
かった地域への提案
を創造することがで
きる。深

い
学
び

E
創造する力

【学びに向かう
力，人間性等】

Ⅺ

D4
英語を活用

する

日本語非母国者と、
英語で十分なコミュ
ニケーションをとる
ことができ、研究を
さらに深めることが
できる。

英語での口頭発表に
参加し、英語による
質疑を正しく聞き取
り、英語で適切な応
答をすることができ
る。

Ⅷ

D1
協働する

（リーダーシッ
プ）

（フォロワー
シップ）

班内での役割を果た
して活動をリード
(サポート)するだけ
でなく、他の班にも
研究についてのアド
バイスができる。

役割を果たし、他者
の考えも受け入れた
上で自分の意見を述
べ、改善した計画を
リード(サポート)す
ることができる。

多くの先行研究を参
考にし、地域の課題
解決のための今まで
になかった方法を創
造することができ
る。

複数の先行研究を知
識として習得し、そ
の内容を分類・解釈
しているが、自分の
研究に生かされてい
ない。

ⅩⅢ

E2
地域を創造

する

海外の実情を調査
し、自らの研究成果
からの提言を海外に
発信し、海外と連携
して粘り強く研究を
進めることができ
る。

実験（調査）を複数
回行い、その結果か
らの提言を地域に発
信し、地域と連携し
て粘り強く研究を進
めることができる。

実験（調査）を複数
回行い、その結果か
らの提言を地域に発
信することができ
る。

実験（調査）を複数
回行い、その結果を
地域に発信したが、
提言するまでには
至っていない。


